
自分らしく生きるために 

人生を楽しく…『救命と延命』編 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                                                  

 

救命とは？ 

急病で突然死またはそのような状態になり命を救

うための医療処置 

 

主な救命治療：人工呼吸・心臓マッサージ・AED

（徐細動器）など積極的に治療をすることです。 

死が避けられない場合でも、寿命を延ばすための

医療処置 

 

主な延命治療：心臓マッサージや人工呼吸器の装

着などによる心肺蘇生・人工透析・輸血・胃ろう・

輸液療法中心静脈点滴や経管栄養、などの広範囲

の処置も含まれます。 

延命とは？ 

救命と延命、どう違うの？ 

難しい事は解らないけど・・・ 

いざ！という時、知っておきたいこと 



【急変時の救命治療について】 

１．心臓マッサージ 

いったん止まった心臓をよみがえらせるため、 

外から人工的に胸骨部を圧迫する方法 

 

   「自動体外式除細動器」＝ＡＥＤ 

電極のついたパッドを裸の胸の上に貼ると自動的に心臓の 

状態を判断し、電気ショックを与えて心臓を正常に戻す機械。 

 

２．気管内挿管（気管切開） 

  専用のチューブを鼻または口から挿入し、気道を確保する 

方法で呼吸のための空気の通り道を確保します。 

 

   

 

  気管切開とは、皮膚を切開して直接、気管内に専用の器材を 

挿入して呼吸のための空気の通り道を確保します 

 

３．人工呼吸器 

換気を補助または強制的に行う器械。 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

企画・編集：地域連携看護師会（川口市・戸田市・蕨市）  

監修・アドバイザー：川口市医師会、蕨戸田市医師会、埼玉県南部保健所、県南在宅医療研究会 

川口市・川口市保健所、戸田市、蕨市  

問い合わせ先： 

 
※あなたが病気や事故により、明確な意思表示ができなくなった場合・・・ 
あなたの御家族（または、それに代わる方）が治療方針の決定に関わる 

ことになります。その後の経過や生死に関わる深刻な判断を求められるので
す。あなたの大切な人が困らないよう、何よりあなた自身が望む治療、経過
を選択してもらえるよう、家族・相談できる友人や知人・相談員と、日頃か
らお話しておく必要があります。できれば書面に残しておく事をお勧めしま
す。 

・家族への連絡方法   ・いざとなった時の最期 など 
※病院通院や入院中、医師から病状や経過など説明があります。 
 不明な点はきちんと質問しましょう。 
医師に聞きにくい場合は、医療相談員や退院調整看護師に御相談下さい。 

 
 
 

この先端に 
人工呼吸器をつなげます 

川口市在宅医療サポートセンター ℡：048-229-7670 

蕨･戸田市在宅医療支援センター  ℡：048-434-5100 
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